
最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

手口

田

/¥ 

束

一一ーー

利
子
・
配
当
課
税
問
題
の
推
移

グ
リ
ー
ン
・
カ
l
ド
制
と
そ
の
問
題
点

少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
を
め
ぐ
る
問
題

利
子
・
配
当
課
税
問
題
の
推
移

昭
和
五

0
年
代
に
お
け
る
、
租
税
特
別
措
置
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
、
利
子
・
配
当
課
税
が
最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ

ぅ
。
利
子
・
配
当
課
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
早
く
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
早
急
な
見
置
し
が
求
め
ら
れ
て
い
た
も

「
利
子
所
得
の
分
離
課
税
の
措
置
は
、
累
進
税
の
機
能
を
減

殺
し
、
所
得
税
負
担
の
公
平
を
そ
こ
な
う
と
い
う
見
地
か
ら
批
判
の
多
い
制
度
で
あ
る
」
と
さ
れ
、

と
を
基
本
方
向
と
す
る
」
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
四
五
年
の
税
制
調
査
会
答
申
に
お
い
て
も
、

「
総
合
課
税
の
本
則
に
復
帰
す
る
こ

利
子
・
配
当
所
得
に
対
す
る
課
税
方
式
は
所
得
税
法
(
本
則
)
に
お
い
て
は
、
源
泉
徴
収
率
二

O
M
の
の
ち
総
合
課
税
さ
れ
る
も
の
と

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

入

七
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司
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課
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少

公
債

非
課

税
制

度
非

課
税

慨
300万

円
|
財
形
貯
蓄
非
課
税
制
度
出
税
限
度

500万
円

範 区

一一二

一 一 定貯
一一一一



区

第 2表割引債の課税方式

分 | 割引債の償還差益

囲 |割引の方法により発行される公債の償還差

|益

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

範

本員。
課 税 方 法 |総合課税

源泉徴収税率|

割引の方法により発行きれる次の公社債の

分 償還差益
特

適 用 対 象 ①国債〈短期証券を除く〉

離 ⑦金融債

③電信電話債券
謀

源泉徴収税率|断時源泉徴収) 16% 
例 税 (参考〕 [町一発…割引債の償

選差益について適用

第 3表住民税における利子・配当等に対する課税方式

税 住所 f辱 民 税

/¥ 
九

総 バ口』 課 必口』 課 税

利 子 源泉分離選択課税|非 課 税

申 告 不 課 税

税|総総 〆口』 課 1; 課 税

託券投信|非
自己

源泉分離 課 税
当

選択課税 株式等|総 メIιコ 課 税

申 とEhコ 不 課 税

割引債の
源 泉分離 諜 税 ゴド 課 税

償還差益



4オ
紙
製
爆
音
ト
目
玉
型
民
総

11
]
<
殺
11lì~つ

れ
そ
く
例
年
ト
〉

ば
O

第
4
表

利
子

・
配

当
等

の
課

税
制

度
の

沿
革

(
昭

和
40
年
以
降
)

手1)
ヨ三

}~í 
f早

円
l¥

当
1叫

年
次

源
泉

選
択

税
率

よ
か
縦
断
書
非
課
税
制

郵
i出

11')
金

的
山

入
'jlI1]i) 

I抗力f!'U喧;r.:.i，川、
課

秘
}f

式
出
{
以
徴
収
悦
本

度
等

の
非

課
税

限
度

(
非

課
税

)
限

度
4現t

税
カ

二円
出u

止
徴
収
悦
中

ihil 
~j，!..ì忠

告
<IJI中

口百
40

源
泉

分
離

1
0
%
 

100
万

円
100

万
円

株
式

投
信

→
1M;; 

1
5
%
 

源
泉

分
離

41 
u

間
目

前
問I
、
"
，
判
原
鴎
~
.
l
毛
I
R

晶--_..
一一

晶・，噂'-'-司--.----聞一一

4
2
 

15 
(多種類)

l
 

~
銘
柄
判
h
円

15 
20 

i出i呆
分

離
5

ノ0
〆D

 

多
Jr ]

舗
以

ド
の

配
当

→
申

告
不

安
課
税
(
創
設
)

43 

ゴ
!
課
税
制
度

44 
50

万
円

45 
↓

 
".・..・帽ーー・."開園晶.----

・".時抽
_.._----_.・世・・

晶
・

4晶、，ーー.砂唱骨骨・‘ー
一一一一守合司自悼_.-_

.__---..-.. 

46 
定
期
預
金
写
〉
洲
)
R
)
韮

II{
2
0
%
 

少
傾

IjlJíì~IO())JI
'l

株
式

投
信

→
B
 

要
求
払

Tli企~);
)
巾
告
不
安

勤
労

者
財
l()li

万
円

源
泉

選
択

47 
産

形
成

町
lS0jjPJ 

ー..・...ー....ー・・
b・・・..

手
書
{
制
品
)

一-_._------崎鴫晶・ー.，・・ー.，‘・ー・ー・

48 
25 

可V
25 

10 
園圃園調胴_....・・・・・

曲・ー---.-司.....
‘・ー・制.，

49 
300

万
円

暗
I{I;

不
要

→
1
銘

柄
年

少
額

国
債

凱
)0
万
円

10
万

円

50 
財

形
貯

欝
500

万
f
1J

一一
F司圃'"晴.------ー.ー，

‘畠.骨骨凶---_..‘ー・・・・，

51 
30 

00 
12 

52 
ー_...・・・・..・・・・..

一‘.‘“
4‘・・・・・・・・・・・

・.司..--_.

53 
(
本
刊
1))

20 
3
5
 

(
本
目
1])20

35 
lG 

55 



な
つ
で
い
る
。
し
か
し
、
租
税
特
別
措
置
に
よ
っ
て
、

ρ

源
泉
分
離
選
択
課
税
制
度
H

の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
、
第

一
表
に
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
源
泉
徴
収
税
率
一
一
一
五
銘
で
、
分
離
課
税
を
選
択
う
し
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
割

引
債
に
関
す
る
特
例
は
、
第
二
表
の
よ
う
に
源
泉
徴
収
率
一
六
Mm
の
分
離
課
税
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
利
子
・
配
当
課
税
の
取

扱
に
お
け
る
、
所
得
税
と
住
民
税
と
の
異
同
は
第
三
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

利
子
・
配
当
課
税
制
度
は
、
第
四
表
に
示
す
す
よ
う
に
、
昭
和
四

O
年
以
降

ιつ
い
て
み
て
も
、
度
々
変
更
が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
体

的
傾
向
と
し
て
は
し
だ
い
に
厳
し
い
方
向
に
向
っ
て
き
て
い
た
。

つ
ま
り
、
総
合
課
税
化
へ
の
漸
次
的
移
行
を
含
み
な
が
ら
、
源
呆
徴
収

税
率
を
高
め
て
い
く
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
く
に
、
乙
の
方
向
が
明
確
に
示
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五

0
年
度
の

税
制
改
正
で
あ
っ
た
。
五

0
年
度
に
は
、
利
子
・
配
当
課
税
の
特
例
に
期
限
が
到
来
し
た
た
め
〈
五

O
年
末
)
、
こ
れ
ま
延
長
す
る
か
、
そ

れ
と
も
特
例
を
廃
止
す
る
か
で
論
議
が
交
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
源
泉
徴
収
税
率
を
二
五
銘
か
ら
三

O
労
に
引
上
げ
た
う
え
で
、
特
例
措

置
を
五
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
利
子
・
配
当
に
つ
い
て
も
総
合
課
税
を
行
う
こ
と
が
税
制
と
し
て
望
ま
し
い
も
の

で
あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
利
子
・
配
当
を
完
全
に
把
援
す
る
体
制
の
整
備
さ
れ
な
い
ま
ま
一
挙
に
総
合
課
税
に
移
行
す

る
と
新
し
い
不
公
平
を
招
く
恐
れ
が
内
↑
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
「
そ
う
し
た
措
置
が
整
っ
た
場
合
に
は
、
五
年
の
期
間
内

に
お
い
て
も
総
合
課
税
に
移
行
す
る
も
の
と
主
」
と
さ
れ
た
。
き
ら
に
、
昭
和
五
二
年
度
改
正
に
お
い
て
、
源
泉
徴
収
税
率
三
五
%

に
引
上
げ
る
と
い
う
追
加
的
改
正
が
行
わ
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
方
向
を
い
っ
そ
う
進
め
る
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
の
ご
、
昭
和
五
一
一
年
の
税
制
調
査
会
『
中
期
答
申
'
』

Q
今
後
の
税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
』
)
で
、
「
総
合
課
税
を
実
現
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
検
討
を
推
進
す
る
」
方
針
が
出
さ
れ
、
そ
の
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
総
合
課
税
化
へ
向
っ
て
、
急
速
に
進
み
始
め
た
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
ろ
う
。

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
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(
一
九
八
五
年
)

九

ま
ず
第
一
に
、
利
子
・
配
当
課
税
の
是
正
が
特
別
措
置
の
合
理
化
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
税
制
調
査
会
、
あ
る
い
は
大
蔵

省
に
と
っ
て
は
、
長
い
聞
の
基
本
姿
勢
で
あ
り
、
総
合
課
税
化
が
懸
案
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
、
昭
和
三

0
年
代
・
四

0
年
代
を
通
じ
て
も
、
こ
の
主
張
が
税
調
答
申
で
く
り
返
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
五

0
年
代
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
機
が
熟
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
に
は
、
こ
う
し
た
機
が
熟
す
る
客
観
的
条
件
と
し
て
、
不
公
平
税
制
是
正
へ
の
世
論
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
と
く
に
、

か
一
般
消
費
税
d

導
入
問
題
が
大
き
な
契
機
に
な
っ
て
い
た
。
か
一
般
消
費
税
。
導
入
は
、
昭
和
五
三
年
に
提
案
さ
れ
た
が
、

反
対
す
る
世
論
が
強
く
出
さ
れ
、
昭
和
五
凹
年
暮
に
は
「
一
般
消
費
税

ιよ
ら
な
い
財
政
再
建
」
が
国
会
決
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
反
対
理
由
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
つ
に
、

「
不
公
平
税
制
の
是
正
が
前
提
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
が
、
最
も
強
く
出
さ
れ
て

い
た
。
不
公
平
税
制
と
し
て
は
租
税
特
別
措
置
が
代
表
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
は
、
利
子
・
配
当
課
税
が
最
右
翼
と
み

な
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
医
師
課
税
(
別
稿
で
後
述
)
と
共
に

ρ

一
般
消
費
税
u

へ
の
地
な
ら
し
と
い
う
観
点
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の

不
公
平
税
制
の
代
表
を
と
り
上
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

金
に
し
め
る
シ
ェ
ア
も
共
に
増
大
し
た
た
め
、

第
三
の
契
機
と
し
て
は
、
五

0
年
代
前
半
期
に
お
け
る
郵
便
貯
金
の
急
増
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
郵
便
貯
金
は
、
預
金
総
額
も
総
預

寸
官
業
の
民
業
へ
の
圧
迫
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
か
郵
貯
戦
争
。
が
惹
さ
起
こ
さ
向
か
o

も
と
も
と
、
利
子
・
配
当
課
税
の
特
例
は
、
銀
行
等
の
民
間
金
融
機
関
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
郵
便
貯
金
と

並
行
し
て
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
の
も
、
民
間
金
融
機
関
の
要
求
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
郵
便
貯
金
の

シ
ェ
ア
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
課
税
貯
蓄
が
部
貯
に
逃
避
し
て
い
る
と
し
て
、
郵
貯
を
含
め
て
の
貯
蓄
課
税
の
見
直
し
が
主
張
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
現
行
の
貯
蓄
課
税
制
度
が
、
必
ず
し
も
民
間
金
融
機
関
に
と
っ
て
有
利
で
は
な
く
、
そ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
郵
貯
を
も



封
じ
込
め
よ
う
と
い
う
考
え
が
強
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
、
総
合
課
税
化
へ
の
具
体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
案
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
み
ら
れ
た
。

ま
ず
第
一
は
、

P

高
率
源
泉
徴
収
還
付
方
式
。
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
利
子
(
配
当
)
所
得
に
対
し
て
高
率
(
所
得
税

の
最
高
税
率
に
近
い
率
)
で
源
泉
徴
収
を
行
っ
た
の
ち
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
精
算
・
還
付
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
の

問
題
点
は
、
精
算
・
還
付
に
対
す
る
税
務
執
行
商
で
の
複
雑
化
と
、
少
額
非
課
税
貯
蓄
制
度
の
取
扱
い
に
あ
っ
た
。

次
に
、

「
緑
の
手
帳
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
手
帳
に
、
金
融
機
関
ご
と
の
非
一
謀
税
貯
曹
利
用
枠
を
記
載
し
、
厳
格
な
限
度
管
理
を
行
う

と
い
う
案
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
非
課
税
貯
蓄
の
管
理
に
限
ら
れ
、
総
合
課
税
化
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
し
、
金
融
機
関
等
の
事
務
を

複
雑
に
す
る
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
発
想
は
、
の
ち
の
グ
リ
ー
ン
・
カ

l
ド
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
金
融
機
関
等
で
の
事
務
処
理
ゃ
、
税
務
行
政
を
改
善
し
て
、
架
空
名
儀
預
金
の
禁
止
や
限
度
管
理
の
厳
格
化
を
行
う
こ
と
で
、

総
合
課
税
化
へ
の
移
行
が
可
能
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
旬
以
。

こ
う
し
た
論
議
や
検
討
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
等
で
行
わ
れ
て
い
る
納
税
者
番
号
制
度
に
な
ら
っ
て
か
少
額
貯
蓄
利
用
者
カ

l

ド
。
あ
る
い
は
か
グ
リ
ー
ン
・
カ

i
ド
。
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
制
度
の
導
入
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
税
制

ハ
7
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調
査
会
答
申
は
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
利
子
・
配
当
所
得
の
総
合
課
税
の
実
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
利
子
・
配
当
の
真
正
な
受
取
人
の
確
認
と
膨
大
な
支
払
調
書
の
効
率
的

な
名
寄
せ
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
不
可
欠
の
課
題
で
あ
る
。
」

「
本
人
確
認
、
名
寄
せ
に
万
全
を
期
す
る
に
は
、
基
本
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
納
税
者
番
号
制
度
が
最
も
有
効
な
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

九
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れ
る
。
し
か
し
、
納
税
者
番
号
制
度
は
、
広
く
一
般
国
民
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
十
分
時
間
を
か
け
て
国
民
の
納
得
を
得

九
四

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
納
税
者
番
号
制
度
を
導
入
す
る
た
め
に
十
分
な
環
境
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」

「
当
調
査
会
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
を
踏
ま
え
、
非
諒
税
貯
蓄
及
び
課
税
貯
蓄
の
双
方
を
通
ず
る
本
人
確
認
及
び
名
寄
せ
の
た
め
の
現

実
的
か
っ
有
効
な
方
策
と
し
て
、
少
額
貯
蓄
等
利
用
者
カ
l
ド
(
以
下
「
グ
リ
ー
ン
・
カ
l
ド
」
と
称
す
る
)
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
」

こ
れ
を
う
け
て
、
政
府
も
「
昭
和
五
九
年
一
月
一
日
か
ら
総
合
課
税
に
移
行
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
た
め
少
額
貯
蓄
利
用
者
カ
l
ド
制

度
を
設
け
る
」
こ
と
を
閣
議
決
定
し
(
五
五
年
一
耳
一
一
日
)
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ー
ン
・
カ

l
ド
法
」
を
困
会
に
提
出
し
、
五
五
年
一
二
月

末
に
は
同
法
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

グ
リ
ー
ン
・
カ
ー
ド
制
と
そ
の
問
題
点

こ
こ
で
、
グ
リ
ー
ン
・
カ
l
ド
制
(
以
下
カ

l
ド
制
と
い
う
)
の
概
略
を
の
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

川
ま
ず
、
郵
便
貯
金
、
少
額
貯
蓄
の
非
課
税
制
度
を
利
用
す
る
者
に
対
し
て
、
申
請
に
も
と
づ
い
て
カ
!
ド
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
点
、
政
府
が
一
方
的
に
付
番
す
る
納
税
者
番
号
制
度
と
の
相
違
点
と
さ
れ
た
。

同
次
に
、
郵
便
貯
金
、
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
預
貯
金
を
行
う
か
ど
う
か
に
関
り
な
く
、
カ
ー
ド
の
交

付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、
個
人
だ
け
で
な
く
法
人
に
も
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
カ

l
ド
が
、
広

く
貯
蓄
課
税
の
本
人
確
認
の
た
め
の
証
票
と
し
て
も
使
用
し
う
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。



同
カ
I
ド
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
交
付
申
請
書
に
住
民
票
の
写
し
等
〈
法
人
の
場
合
は
登
記
簿
の
抄
本
)
を
添
付
し
て
、

金
融
機
関
・
証
券
会
社
の
営
業
所
、
郵
便
局
の
窓
口
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
直
接
に
税
務
署
に
提
出
す
る
。

川
カ
l
ド
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
及
び
交
付
番
号
な
ど
の
記
載
し
た
カ

l
ド
が
直
接
本
人
に
送
付

さ
れ
る
。

カ
ー
ド
制
の
概
略
は
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
懸
念
と
し
て
は
、
二
重
交
付
の
問
題
が
あ
っ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
国
税
当
局
は
、

コ
ン
ビ

?
l
タ
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か
、
住
民
票
異
動
の
場
合
の
修
正
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
対
応
す
る
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
紛
失
の
際
の
再
交
付
に
つ
い
て
も
二
重
発
行
を
防
止
す
る
方
法
を
と
る
も
の
と
し
て
い
た
。

こ
の
制
度
の
下
で
は
、
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に
、
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
限
度
額
の
確
認
を
得
る
こ
と
と
な
る
(
カ
I

ド
の
記
載
欄
に
記
入
〉
。

ま
た
、
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
も
、

カ
i
ド
を
提
示
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
課
税
貯
蓄
を
す
る
場
合
に

は
、
氏
名
(
名
称
)
と
住
所
(
カ
!
ド
交
付
番
号
)
を
告
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
際
カ

I
ド
の
交
付
を
前
提
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ヵ

l
ド
制
は
、
少
額
貯
蓄
の
利
用
証
と
同
時
に
課
税
貯
蓄
の
本
人
確
認
手
段
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
と

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
の
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

カ
ー
ド
制
の
導
入
は
、
利
子
・
配
当
所
得
に
対
す
る
総
合
課
税
化
の
必

要
か
ら
で
あ
っ
た
。
総
合
課
税
に
際
し
て
、
本
人
の
確
認
と
預
貯
金
額
(
な
い
し
受
取
利
子
額
)
の
把
握
の
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
ヵ

i
ド
制
の
具
体
化
に
つ
れ
て
、
そ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
少
額
貯
蓄
の
菅
沼
拍
手
段
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
少
額
貯
蓄
に

対
し
て
は
、
ヵ
l
ド
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
課
税
貯
蓄
の
場
合
は
必
ず
し
も
必
要
と
せ
ず
、
住
民
票
の
提
示
な
ど
で
も
よ
い
と
い
う
と
と

に
な
っ
て
い
る
。

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

九
五
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九
ノ、

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
カ
ー
ド
制
の
実
施
が
決
定
す
る
と
、
そ
の
対
象
が
少
額
貯
蓄
者
と
な
り
、
そ
も
そ
も
の
出
発
点
で
あ
っ
た
総

合
課
税
へ
の
役
割
り
が
消
失
す
る
と
い
う
奇
妙
な
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
税
の
公
平
の
立
場
か
ら
、
高
額
貯
蓄
を
総
合
課

税
化
せ
よ
と
主
張
し
た
側
で
も
あ
っ
た
少
額
貯
蓄
者
に
ホ
コ
先
が
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
カ
ー
ド
に
対
す
る
期
待
と
イ
メ

-
ジ
が
、
全
く
逆
転
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
ヵ
l
ド
反
対
の
意
見
が
噴
出
す
る
に
至
っ
た
。

(

8
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カ
l
ド
制
に
つ
い
て
の
問
題
点
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
ヴ
ら
れ
た
。

ω個
人
の
金
融
資
産
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

凶
グ
リ
ー
ン
・
カ

i
ド
対
策
と
し
て
不
健
全
な
資
産
の
選
択
と
運
用
を
誘
発
す
る
。

川
金
融
資
産
が
分
散
さ
れ
る
結
果
、
総
合
課
税
の
効
果
を
あ
げ
え
な
く
な
る
。

凶
金
融
秩
序
や
金
融
政
策
に
多
大
の
支
障
を
来
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
こ
で
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
て
、

「
個
人
の
預
貯
金
な
ど
の
金
融
資
産
に
関
す
る
重
要
な
秘
密
が
税
務
当
局
に

把
握
さ
れ
る
」
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
総
合
課
税
を
実
施
し
脱
税
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
個
人
が
「
秘
密
」
に
し
て
い
る

こ
と
を
税
務
当
局
が
「
把
握
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

n
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
。
と
し
て
「
秘
密
」
に
し
て
い
た
の
で

は
、
何
の
意
味
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
と
は
、
納
税
者
番
号
な
ど
が
税
務
調
査
を
逸
脱
し
て
か
国
民
総
背
番
号
。

と
し
て
悪
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
い
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
・
カ

i
ド
制
は
こ
う
し
た
点
に
一
定
の
歯
ど
め
を
も
つ
も
の
と
し

て
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
ド
制
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
と
す
る
意
見
は
、
問
題
を
す
り
か
え
て
、
利
子
・
配
当
所
得
や
金
融
資
産

の
隅
匿
を
正
当
な
権
利
と
み
な
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

次
の
「
不
健
全
な
資
産
の
選
択
と
運
用
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
不
健
全
」
か
ど
う
か
は
と
も
角
と
し
て
も
、
資
金
運
用
の
選
択
が



生
ず
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
①
非
課
税
預
金
の
限
度
を
こ
え
る
資
産
、
②
元
本
秘
匿
の
必
要
の
あ
る
資
産
、
で
あ

ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
株
式
投
資
、
金
の
購
入
、
ゼ
ロ
・
ク
ー
ポ
ン
の
保
有
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
金
融
資
産
の
「
分
散
」
が
生
じ

た
り
、
金
融
政
策
の
不
効
率
が
生

e

す
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
分
散
」
の
最
大
の
理
由
と
し
て
は
、
金
融
資
産
や
そ
の
所
得
に
対
す
る
税
制
が
全
く
不
整
合
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
現
状
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
割
引
債
を
含
め
た
利
子
・
配
当
所
得
の
課
税
方
式
が
さ
き
に
あ
げ
た
第
一
表
、
第
一
一

表
の
よ
う
に
複
雑
で
あ
る
う
え
、
有
価
証
券
売
却
益
の
非
課
税
、
生
命
保
険
満
期
保
険
金
や
外
貨
建
て
金
融
商
品
(
ゼ
ロ
・
ク
ー
ポ
ン
な

ど
)
な
ど
へ
の
課
税
の
多
様
性
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
産
運
用
を
「
分
散
」
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
利
回
り
を
有
利
に

し
、
か
つ
元
本
隠
匿
が
可
能
な
税
制
が
前
提
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

総
合
課
税
化
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
税
制
を
前
提
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
く
ら
で
も
か
逃
げ
道
H

は
あ
り
、
正
直
者
だ

け
が
損
を
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
総
合
課
税
か
ら
の
か
逃
げ
道
u

と
し
て
最
も
簡
単
な
と
こ
ろ
は
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
カ

l
ド
制
で
封
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
逃
げ
道
u

を
別
の
と
こ
ろ
に
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
が
、
さ
き
の
論
者
た

ち
は
、
こ
の
点
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
ヵ

i
ド
制
に
よ
っ
て
少
額
貯
蓄
へ
の
管
理
を
あ
ま
り
厳
重
に
し
て
、
隠
し
預
金
な
ど

を
あ
ま
り
厳
重
に
追
求
し
て
は
、
か
え
っ
て
経
済
的
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
議
論
の
背
後
に
は
、

一
般
金
融
機
関
サ
イ
ド
か
ら
の
郵
貯
へ
の
不
信
も
根
強
く
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
も

の
べ
た
よ
う
に
、
ヵ

i
ド
制
で
は
、
非
課
税
少
額
貯
蓄
に
つ
い
て
は
「
限
度
利
用
額
」
を
カ

i
ド
に
記
載
す
る
の
に
対
し
て
、
郵
便
貯
金

は
カ

i
ド
の
提
示
で
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
度
カ

i
ド
を
提
示
し
て
そ
の
番
号
の
記
載
を
う
け
れ
ば
(
た
と
え
ば
預
金

通
帳
な
ど
に
記
入
す
る
も
の
と
さ
れ
た
)
、

そ
の
後
の
預
入
に
つ
い
て
は
不
要
と
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、

一
般
民
間
金
融
機
関
に
は
厳

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

九
七
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格
で
あ
る
が
、
郵
貯
に
対
し
て
は
も
っ
ぱ
ら
郵
政
当
局
の
自
主
性
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ヵ
l
ド
制
に
よ

っ
て
少
額
貯
蓄
が
減
少
し
て
郵
貯
に
流
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
と
不
信
が
強
く
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
ヵ

i
ド
制
実

施
が
決
定
す
る
頃
か
ら
、

「
マ
ル
優
」
の
解
約
と
郵
貯
の
増
加
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
郵
貯
に

対
す
る
不
信
感
が
、
民
間
金
融
機
関
サ
イ
ド
か
ら
の
カ

l
ド
制
反
対
の
戸
を
強
め
た
と
い
え
る
。

も
と
も
と
、
ヵ

l
ド
制
へ
の
発
想
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
か
郵
貯
戦
争
u

が
あ
り
、
郵
貯
封
じ
込
め
の
手
段
と
し
て
カ
l
ド
が
案
出

さ
れ
た
と
い
う
面
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ー
ド
制
が
か
え
っ
て
郵
貯
に
有
利
に
作
用
す
る
と
い
う
判
断
か
ら
、
カ
ー
ド
制
を

つ
ぶ
し
に
か
か
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
奇
妙
な
経
過
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

か
く
て
、
ヵ

l
ド
制
は
、
法
律
の
成
立
(
昭
和
五
五
年
三
月
〉
直
後
か
ら
「
見
直
し
」

「
廃
止
」
の
動
き
が
活
発
と
な
り
、
五
六
年
五

月
に
は
自
民
党
安
倍
政
調
会
長
が
「
見
直
し
試
論
」
を
出
す
ほ
か
、
自
民
党
内
に
「
グ
リ
ー
ン
・
カ
l
ド
対
策
議
員
連
盟
」
が
結
成
さ
れ

る
な
ど
の
動
き
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
議
員
連
盟
は
、
五
七
年
三
月
に
は
議
員
立
法
に
よ
る
廃
止
の
方
向
を
固
め
、
八
月
に
は
、

五
年
間
延
長
を
目
的
と
す
る
所
得
税
法
改
正
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
改
正
案
は
廃
案
と
な
っ
た
が
、
グ
リ
ー
ン
・
カ

i
ド
の
交
付
申
請
の

時
期
を
延
期
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
(
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)
さ
れ
た
。
さ
ら
に
五
八
年
三
月
に
は
、
租
税
特
別
措
置
法
で
実

施
を
三
年
延
長
す
る
法
案
が
成
立
し
た
。

こ
の
結
果
、
ヵ

l
ド
制
は
昭
和
六
一
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
延
期
と
は
い
う
も
の
の
、
事

実
上
は
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
か
く
て
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
利
子
・
配
当
課
税
の
総
合
課
税
は
、
そ
の
実
現
を
目
前
に

し
て
挫
折
し
、
不
公
平
税
制
是
正
の
課
題
も
ま
ぼ
ろ
し
と
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
カ
l
ド
制
の
経
過
を
、

一
覧
表
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
と
、
第
五
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ



第 5表 グリーンカード制度の経緯

セ"1 :"1事項

事 54.12.20 I税制調査会，昭和58年度の税制改正に関する答申を提出

足 55. 1. 11 I昭和55年度税制改正要綱を閣議決定

お 2. 5 I所得税法の一部改正法案を国会に提出
け |
る 3.31 I上記法案，参議院本会議において可決成立，公布

主I 8.20 I金融11団体ーグリーンカード制度に関する郵便貯金の取扱いについての

L l要望を取りまとめる。

画G 9.26 Iグリーンカード制度の実施に伴う郵便貯金の本人確認及び限度管理に関

謀 |する大蔵大臣，郵政大臣の合意
税
問
題

つ

11 グリーンカードの交付手続に関する政省令を公布

12.28 I郵便貯金のグリーンカードによる名寄せ，限度管理についての大蔵・部

政両事務次官折衝による決定

ぃ 56. 3.31 I租税特別措量法の一部改正法案，参議院本会議において可決成立，公布

て 1 (割引債の償還差益の総合課税への移行〉

5. 12 I自民党政務調査会，同党税制調査会に「グリーシカードの円滑な実施を

期するための方策について」と題する項目の検討を要請

7 ~10 I金融界，証券界等，グリーンカード制度に関する各種要望を提出

10.22 I自民党税制調査会「グリーンカード制度に関する方針Jを決定

11. 5 !グリーンカードの利用に関する細目，利子・配当の総合課税に関する事

|項を定める政省令を公布

57. 1 グタリンーカード制度の見直し論が高まる。

4.25 :自民党三役，同党税制調査会長にグリーンカード制度再検討を要請

5.12 I自民党税制調査会，グリーンカード制度見直しについて検討開始

7.50 I自民党税制調査会，グリーンカード制度の 5年延期を決定

8.17 I議員提案によるグリーンカード制度の 5年延期法案を国会に提出

12.25 I上記法案，廃案となる。

12.28 Iグリーンカードの交付申請時期を「別に政令で定める日」まで延期する

所得税法施行令の一部改E政令を閣議決定，公布

団. 1. 13 I税制調査会，グリーンカード制度の取扱いについて協議

1.14 Iグリーンカード制度の3年延期を織り込んだ昭和58年度税制改正要綱を

閣議決定

九 2. 4 ~グリーンカード制度の 3 年延期を織り込んだ租税特別措置法の一部改正

九 !法案を国会に提出

3.31 I上記法案，参議院本会議において可決成立，公布

59. 1.18 I税制調査会，昭和59年度の税制改正に関する答申を提出

〈備考) ~財政金融事情~ 57. 9.27号及び『木村経済レポート~ 59.9月号などによる。
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う
に
、
ヵ

l
ド
制
に
強
く
反
対
し
た
の
は
、
自
民
党
議
員
と
金
融
界
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
自
民
党
議
員
等
は
個
人
資
産
家
の
利
害
を
う

け
て
の
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
資
産
秘
匿
へ
の
不
安
が
契
機
と
な
っ
て
の
反
対
で
あ
っ
た
。
ま
た
金
融
界
は
資
産
運
用
選
択
の
多
様
化
に

よ
る
預
金
の
減
少
へ
の
懸
念
、
さ
ら
に
は
郵
便
貯
金
へ
の
不
信
と
反
発
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
ヵ

l
ド
制
(
し
た
が
っ
て
総
合
課
税
化
)
を
推
進
し
て
き
た
大
蔵
省
・
政
府
税
制
調
査
会
は
、
そ
の
実
施
へ
の
意
志
を
強
く
縫

持
し
た
も
の
の
、
政
治
サ
イ
ド
か
ち
の
反
対

ιは
抗
し
が
た
く
、

つ
い
に
H

初
志
“
を
棄
て
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
政
府
税
制
調
査
会

「
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
昭
和
五
五
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、

(

叩

)

グ
リ
ー
ン
・
カ

l
ド
制
を
採
用
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
完
全
な
総
合
課
税
が
打
ち
出
さ
れ
た
し
こ
と
を
自
ら
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

は
、
昭
和
五
八
年
の
『
中
期
答
申
』
に
お
い
て
、

と
の
考
え
方
を
、
従
来
か
ら
維
持
し
て
き
た
」
と
い
い
、

「
利
子
・
配
当
所
得
に
つ
い
て
も
、
本
来
総
合
課
税
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

れ
が
「
そ
の
後
諸
般
の
事
情
か
ら
延
期
さ
れ
る
こ
と

ιな
っ
た
」
こ
と
を
い
か
に
も
残
念
な
感
じ
で
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

ρ

流
れ
u

の

「
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
所
得
税
に
お
け
る
負
担
の
公
平
の
た
め
の

基
本
的
な
原
則
で
あ
る
総
合
課
税
の
考
え
方
か
ら
全
く
離
れ
た
課
税
方
法
を
と
る
こ
と
は
適
当
で
ム
限
」
と
、
な
お
従
来
の
立
場
に
執
着

変
化
に
は
抗
し
が
た
く
、
結
局
、

門

口

)

ど
う
か
」
と
立
場
の
変
化
を
表
明
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
完
全
な
総
合
課
税
を
志
向
す
る
こ
と
が
、
実
際
上
、
最
も
適
切
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か

す
る
か
の
よ
う
な
、
ア
イ
マ
イ
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
、

「
今
後
の
利
子
・
配
当
課
税
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
総

一
部
に
源
泉
分
離
課
税
制
度
を
残
す
現
行
の
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
総
合
課
税
の
税
率
と
の
関
連
に
お
け
る
分

離
課
税
の
税
率
水
準
の
あ
り
方
等
を
含
め
、
制
度
の
合
理
化
を
図
っ
て
い
く
の
が
適
当
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。

合
課
税
を
原
則
と
し
、

こ
れ
は
結
局
、
総
合
課
税
の
放
棄
と
現
状
維
持
を
い
っ
て
い
る
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
総
合
課
税
化
を
「
再
検
討
」
す
る
に
亙
っ
た
理
由
と
し
て
、

『
中
期
答
申
』
で
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し



て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
負
担
公
平
」
の
見
地
か
ら
総
合
課
税
化
を
進
め
て
来
た
が
、
グ
リ
ー
ン
・
カ

l
ド
制
延

期
以
降
で
は
、

「
そ
の
他
各
般
の
見
地
か
ら
幅
広
く
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
出
さ
れ
て
き
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
で

あ
っ
た
。

川
利
子
・
配
当
課
税
の
貯
蓄
・
投
資
等
に
与
え
る
影
響
。

凶
利
子
・
配
当
所
得
の
性
格
な
い
し
担
税
力
。

川
貯
蓄
者
、
金
融
機
関
及
び
税
務
当
局
に
と
っ
て
事
務
的
負
担
や
費
用
に
対
す
る
効
果
と
の
関
連
。

ま
ず
、
貯
蓄
・
投
資
へ
の
影
響
の
問
題
は
、
従
前
か
ら
論
議
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

『
中
期
答
申
』

(
昭
和
五
八
年
)
で
も

「
利
子
・
配
当
課
税
の
方
式
と
総
体
と
し
て
の
貯
蓄
等
の
水
準
の
間
に
、
実
証
的
に
明
確
な
相
関
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
直
接
の
関
係
が
な
い
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
わ
が
国
の
貯

蓄
率
が
高
い
の
で
貯
蓄
優
遇
税
制
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
意
見
と
、
貯
蓄
率
が
投
資
水
準
し
た
が
っ
て
成
長
率
を
決
定
す
る
の
で
、
将
来

の
経
済
成
長
の
た
め
に
も
高
い
貯
蓄
率
の
維
持
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会
の
た
め
に
も
高
い
貯
蓄
率
が
望
ま
し
い
と
す
る
考
え
方
と

が
出
さ
れ
て
い
る
。
貯
蓄
率
を
決
定
す
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
可
処
分
所
得
で
あ
る
と
す
ろ
、
従
来
か
ら
の
定
説
に
よ
る
と
、
貯
蓄
率
の
高
低

を
と
う
判
断
し
て
も
、
そ
れ
と
税
制
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
改
め
て
論
議
す
る
余
地
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
税
制
と
金

融
資
産
の
選
択
と
は
、
か
な
り
の
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
今
後
の
金
利
白
由
化
の
下
で
は
、
税
制
以
外
の
要
素

も
作
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
税
制
の
作
用
は
相
対
的
に
低
下
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

最
近
、
と
く
に
論
点
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
第
二
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
、
利
子
・
配
当
所
得
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
か
不
労

所
得
。
で
あ
り
、
他
の
所
得
に
比
較
し
て
担
税
力
が
大
き
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
優
遇
税
制
の
不
公
平
性
が
大
き
い
と
さ
れ

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

。
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利子所得課税への仮設例

〈単位万円〉

第 6表

二年目

110 

55 

0 
(55)※ 

52.5 

1司j子率10%，税率50%

※は貯蓄額50十利子5である。

100 

50 

200 

100 

50 

一年目

A 

た
め
五
二
・
五
万
円
と
な
る
。

。

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
近
で
は
利
子
所
得
の
「
二
重
課
税
」
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
利
子
所
得
は
、
そ
の
元
本
に
課
税
さ
れ
て
お
り
、
利
子
課
税
が
二
重
に

な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
見
に
対
し
て
は
、
元
本
と
し
て
の
所
得
と
利
子
所
得
と
は

全
く
別
の
所
得
で
あ
る
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
得
を
一
年
限
り
で
な
く
、
長

ハ

uu

期
(
二
年
以
上
)
の
期
間
で
と
ら
え
る
と
通
説
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
み
る
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、

A
-
B
二
人
の
納
税
者
が
い
る
場
合
、

A
は
一
年
目
一

O
O万
円
、
二
年
目
一
一

O

万
円
の
所
得
が
あ
り
、

B
は
一
年
目
二

O
O万
円
で
う
ち
一

O
O万
円
を
貯
蓄
し
て
二
年
目
に

〈備考) 1. 

2. 

一一

O
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
場
合
ハ
利
子
率
一

O
%
)、
各
所
得
に
五

O
M課
税

が
あ
る
と
す
る
と
、

A
は
税
引
後
所
得
〈
支
出
)
は
一
年
目
玉

O
万
円
、
二
年
目
玉
五
万
円
で

つ
ま
り
、
利
子
所
得
に
課
税
さ
れ
る
た
め
、
税
引
後
所
得
に
差
が
生
ず
る
と
さ
れ
る
(
第
六
表
)
。
し
た
が

あ
る
の
に
対
し
て
、

B
は
一
年
目
玉

O
万
円
で
あ
る
が
三
年
目
に
は
利
子
所
得
に
課
税
さ
れ
る

が
大
さ
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

あ
る
。

っ
て
、

A
は
二
年
間
の
可
処
分
所
得
(
支
出
)
が
一

O
五
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、

B
は一

O
二
・
五
万
円
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
税
負
担

し
か
し
、
こ
の
例
で
い
え
る
こ
と
は
、
利
子
所
得
に
対
し
て
二
重
に
課
税
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
元
本
へ
の
課
税
の
課
税
の
時
期
に

よ
っ
て
可
処
分
所
得
の
差
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

B
は
収
入
額
の
二
分
の
一
を
貯
蓄
す
る
の
で
あ
る
が
、
設
例
の
よ
う
に

一
年
目
で
全
額
課
税
せ
ず
に
、
貯
蓄
し
た
分
に
つ
い
て
は
二
年
目
(
支
出
)
時
に
課
税
す
る
と
す
れ
ば
、

A
と
の
差
は
生
じ
な
い
わ
け
で



こ
の
こ
と
は
、
長
期
間
に
お
け
る
税
負
担
の
公
平
は
、
と
く
に
、
異
な
る
形
態
の
所
得
間
に
お
い
て
は
、
所
得
税
よ
り
も
支
出
税
に
よ

っ
て
実
現
し
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
野
口
悠
紀
雄
氏
は
、
利
子
所
得
を
非
課
税
に
す
べ
き
こ
と
と
共
に
、
支
出
税
で
も
同
様
の
結
果

(
刊

M

)

(

M

〉

に
な
る
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。
ケ
イ
と
キ
ン
グ
も
こ
の
点
か
ら
支
出
税

(
H
U
G
S
2
Z
S
叶
自
)
を
提
案
し
て
い
る
。
同
様
の
主
張
は

貝
塚
啓
明
氏
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。

員
塚
氏
は
「
現
行
の
所
得
税
は
、
資
産
の
蓄
積
の
形
態
如
何
に
よ
っ
て
結
果
的
に
は
税
率
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で

は
水
平
的
公
平
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
差
異
を
所
得
税
制
に
お
い
て
改
善
し
う
る
余
地
が
限
ら
れ
て
い
る

(

時

)

(

珂

)

と
い
う
点
に
あ
る
」
と
し
て
、
所
得
税
へ
の
不
信
と
支
出
税
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
⑦
資
産
所
得
へ
の
課
税
の
公
平
は
所
得
税
で
は
期
し
が
た
い
、
②
資
産
所
得
へ
の
所
得
課
税
は
結
果
的
に
不
公
平

に
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
の
税
制
と
し
て
は
支
出
税
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
が
、
所
得
税
制
を
維
持
す

る
と
す
れ
ば
、
利
子
所
得
へ
の
課
税
を
行
わ
な
い
か
(
野
口
氏
)
、
「
比
例
税
率
型
の
所
得
税
」

(
貝
塚
氏
)
が
次
警
の
策
で
あ
る
と
い

ぅ
。
ま
た
、
所
得
税
に
お
い
て
、
資
産
所
得
課
税
を
厳
格
に
す
る
試
み
は
、
か
え
っ
て
不
公
平
を
拡
大
す
る
結
呆
に
な
る
と
い
う
見
方
も

示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
子
所
得
の
総
合
課
税
化
に
は
否
定
的
な
立
場
と
な
る
。

た
だ
し
、
従
来
利
子
所
得
の
担
税
力
を
大
き
く
み
る
立
場
か
ら
い
え
ば
、
水
平
的
公
平
の
実
現
よ
り
も
、
利
子
所
得
へ
の
相
対
的
重
税

が
合
意
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
さ
き
の
設
例
(
第
六
表
)
で
い
え
ば
、

A
が
勤
労
所
得
で
あ
っ
て
、
生
活
必
需
的
な
支
出

で
あ
る
の
に
対
し
て
、

B
の
場
合
は
貯
曹
が
可
能
な
余
裕
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
貯
苦
か
ら
の
利
子
所
得
は
勤
労
所
得
よ
り
も
担
税
力
が

あ
る
場
合
が
多
い
と
も
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
貯
蓄
に
よ
る
老
後
の
生
活
設
計
や
年
金
生
活
の
場
合
と
、
高
額
資
産
所
有
者
と
で
は
こ
の

評
価
に
相
違
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
利
子
所
得
が
す
べ
て
担
税
カ
が
大
き
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
な
い
が
、
通
に
水
平
的
公
平
の
見
地
か
ら

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

一O
三



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
三
号
ハ
一
九
八
五
年
)

一O
四

担
税
力
の
差
を
認
め
な
い
見
方
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
。

利
子
所
得
課
税
へ
の
問
題
と
し
て
は
、

「
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
元
本
の
目
減
り
」
を
配
慮
す
る
立
場
か
ら
、
課
税
上
の
優
遇
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

一
般
に
イ
ン
フ
レ
の
下
で
は
資
産
の
再
評
価
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
預
金
に
つ
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
他
の
資
産
と
異
な
っ
て
、
預
金
元
本
に
対
し
て
特
別
な
配
慮
を
行
う
こ
と
に
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
配
慮
を
、
利
子
課
税
へ
の
優
遇
策
で
行
う
べ
き
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
あ
る
。

さ
て
、
第
三
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
、
事
務
量
と
効
呆
と
の
問
題
は
、

一
般
論
と
し
て
は
、

つ
ね
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
る

が
、
具
体
的
な
事
例
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
な
評
価
の
出
正
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
カ
ー
ド
制
に
お
い
て
は
、
カ
ー
ド
の
発
行
、
限

度
額
の
記
入
、
預
金
者
の
再
確
認
な
ど
は
金
融
機
関
の
負
担
と
な
る
。
預
金
限
度
が
券
面
に
記
入
さ
れ
税
務
署
に
通
知
さ
れ
て
、
当
局
が

枠
管
理
を
行
う
。
当
局
の
枠
管
理
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
の
新
設
で
行
わ
れ
る
と
と
が
予
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
所
要
経
費

(
有
所
持
者
、
二
八

O
O万
件
と
し
た
場
合
)
は
、
開
発
費
用
ニ

O
t二
五
億
円
、
運
転
費
用
一
五

C
i二
五

C
(初
年
度
は
三
五

O
)

龍
円
と
試
算
さ
れ
て
い
点
。

問
題
は
、
実
務
の
多
く
が
金
融
機
関
の
窓
口
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
、
本
人
確
認
な
ど
の
管
理
責
任
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
源
泉
徴
収

義
務
者
と
し
て
強
制
調
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
、
な
ど
の
古
川
で
、
か
な
り
の
負
担
が
金
融
機
関
側
に
生
ず
る
こ
と
で
あ
ワ
た
。
し
か
も
、

郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
ヵ
l
ド
の
発
行
な
ど
の
事
務
が
比
較
的
少
く
、
源
泉
徴
収
義
務
も
な
い
と
い
う
立
場
も
あ
る
な
ど
、
両
者
に
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
が
み
ら
れ
る
と
と
も
問
題
咽
制
さ
れ
た
。
と
く
に
、
贈
与
を
伴
う
預
金
(
家
族
名
義
へ
の
切
り
か
え
等
)
は
、
民
間
金
融
機
関
で

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
、
預
金
は
郵
便
局
で
行
う
こ
と
で
税
当
局
と
郵
便
貯
金
と
の
連
結
を
断
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
事
務
の
複
雑
さ
よ
り
も
、
郵
便
局
と
比
較
し
て
の
民
間
金
融
機
関
の
不
利
性
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
が
、
ヵ

l
ド
制
の

w
煩
雑
8



さ
と
し
て
い
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
は
、
す
べ
て
カ

i
ド
制
、
し
た
が
っ
て
総
合
課
税
へ
の
否
定
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
総
合
課
税
化
に

あ
た
っ
て
は
、
税
の
原
則
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
か
ら
み
、
か
な
り
困
難
な
事
情
が
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
諸
事
情
か
ら
、
総
合
課
税
論
者
の
な
か
に
も
、
あ
る
程
度
の
考
え
方
の
変
化
も
み
ら
れ
た
。
石
弘
光
氏
は
、

一「

私

自
身
、
税
制
改
革
の
観
点
か
ら
利
子
所
得
の
総
合
課
税
化
、
非
課
税
枠
の
縮
小
を
中
心
に
、
最
も
厳
し
い
見
直
し
の
方
向
を
打
ち
出
し
て

(
叩
坤
)

き
た
。
そ
し
て
カ

l
ド
導
入
の
熱
心
な
支
持
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
い
ま
も
こ
の
主
張
は
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
数
年
間
の
経
験
か
ら
、
税
制
の
議
論
の
み
を
大
上
段
に
振
り
か
ざ
し
て
も
、
わ
が
国
に
お
け
る
利
子
課
説
の
見

(ぬ
)

(

m

山

)

直
し
の
問
題
を
解
決
し
え
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
の
べ
、
「
数
歩
後
退
し
て
」
も
、

(

幻

〉

る
ほ
か
あ
る
ま
い
」
と
い
う
現
実
的
立
場
を
語
っ
て
い
る
。

「
可
能
と
思
わ
れ
る
範
囲
か
ら
小
刻
み
に
着
手
す

ま
た
、
佐
藤
進
氏
は
、
必
ず
し
も
カ

i
ド
制
に
よ
る
こ
と
な
く
、
利
子
所
得
課
税
強
化
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
た
と

え
ば
一
般
源
泉
徴
収
税
率
(
三

C
%〉
の
引
上
げ
の
ほ
か
、
本
人
名
儀
の
確
認
ザ
名
寄
せ
の
厳
格
化
を
行
う
こ
と
で
か
な
り
の
実
効
を
期

(

忽

)

待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

な
お
筆
者
は
、
最
初
か
ら
総
合
課
税
を
支
持
し
て
い
た
が
、
こ
の
た
め
に
カ

i
ド
制
が
万
全
で
は
な
く
、
他
の
手
段
に
よ
ワ
て
も
預
金

の
把
握
と
正
確
な
課
税
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
カ
ー
ド
制
は
、
む
し
ろ
、
総
合
課
税
で
は
な
く
少
額
貯
蓄
を
対
象
と
す
る

〈

幻

)

も
の
で
あ
る
点
を
批
判
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
カ

i
ド
制
に
は
固
執
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
カ
ー
ド
制
へ
の
否
定
が
直
接
的
に
総
合

(
削
品
)

課
税
化
へ
の
否
定
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
カ
ー
ド
制
放
棄
に
も
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

一O
五
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一O
六

少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
を
め
ぐ
る
問
題

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
子
・
配
当
課
税
問
題
は
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
グ
リ
ー
ン
・
カ
l
ド
制
の
延
期
(
事
実
上
の
蕗
止
)
と
総
合
課
税
化
否
定
と
い
う
現
実
に
立
っ
て
、
新
し
い
方
向
、
な
い
し
は
部
分

税
制
調
査
会
『
中
期
答
申
』

的
な
手
直
し
を
い
か
に
と
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

〔
昭
和
五
八
年
一
一
月
)
は
、

「
今
後
の
利
子
・
配
当
課
税
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
総
合
課
税
を
原
則
と

し
一
部
に
源
泉
分
離
選
択
課
税
制
度
を
践
す
現
行
の
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
制
度
の
合
理
化
を
図
っ
て
い
舟
」
と
い
う
立
場
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
立
場
か
ら
の
新
し
い
検
討
課
題
と
し
て
、
非
課
税
貯
蓄
の
問
題
を
と
り
上
げ
て
い
る
。

①
郵
便
貯
金
の
非
課
税

非
課
税
貯
蓄
制
度
は
、
前
掲
第
一
表
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
次
の
種
類
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

預
入
限
度
一
ニ

O
O万
円
。

②
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度

@
少
額
公
債
非
課
税
制
度

④
財
形
貯
蓄
非
課
税
制
度

非
課
税
限
度
三

O
O万
円
(

n

マ
ル
優
4

)

。

非
課
税
限
度
三

O
O万
円
(

H

マ
ル
特
d

)

。

非
課
税
限
度
五

O
O万
円
。

昭
和
五
九
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、
新
た
に
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
右
の
非
課
税
貯
蓄
の
~
見
直
し
論
で
あ
る
。
問
題
の
契

つ
ま
り
、
長
期
に
わ
た
る
不
公
平
税

機
と
な
っ
た
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
グ
リ
ー
ン
・
カ
l
ド
制
延
期
(
廃
止
)

へ
の
対
応
策
で
あ
る
。

制
是
正
の
終
着
と
し
て
の
カ

i
ド
制
が
と
り
止
め
に
な
る
こ
と
で
、
利
子
・
配
当
課
税
に
対
し
て
何
ら
の
対
策
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
8

汚
名
。
を
さ
け
る
た
め
、
対
象
を
非
課
税
貯
蓄
に
切
り
か
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
@
第
二
に
は
、
税
収
の
見
地
で
あ
り
、
二
二
六



兆
円
と
も
い
わ
れ
る
非
課
税
貯
蓄
へ
の
課
税
に
よ
っ
て
、

か
財
政
再
建
u

へ
の
役
割
り
を
期
待
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
、

民
間
金
融
機
関
サ
イ
ド
か
ら
、
郵
貯
と
の
均
衡
か
ら
い
っ
て
も
、
非
課
税
貯
蓄
の
負
担
が
大
き
く
、
必
ず
し
も
望
ま
し
い
制
度
で
な
い
と

の
考
え
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
非
課
税
貯
蓄
の

ρ
見
直
し
H

が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
。
見
直
し
u

論
を
整
理
す
る
と
、
次
の

(

お

)

よ
う
な
内
容
に
な
る
と
さ
れ
た
。

ま
ず
非
課
税
制
度
を
存
続
さ
せ
る
立
場
と
し
て
は
、
①
現
行
制
度
の
手
直
し
と
し
て
、
例
え
ば
三
年
ご
と
に
マ
ル
優
申
・
請
書
を
出
さ
せ

(
マ
ル
優
カ
l
ド
)
に
よ
る
限
度
管
理
の
強
化
、
@
「
少
額
利
子
控
除
制
度
」
に
切
り
か
え
て
、
課
税

後
還
付
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
非
課
税
制
度
を
全
廃
さ
せ
る
立
場
か
ら
は
、
④
郵
貯
を
含
め
て
全
廃
、
⑤
低
率
分
離
課
税

る
、
②
「
非
課
税
貯
蓄
カ

l
ド」

(
例
え
ば
一

O
M
)
を
行
う
、
@
福
祉
・
低
所
得
者
を
対
象
と
し
た
も
の
に
限
定
す
る
、
な
ど
の
案
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
案
の
う
ち
で
、
全
魔
論
が
自
民
党
内
か
ら
も
出
さ
れ
る
一
方
で
、

。
マ
ル
優
カ

i
ド
。
導
入
や
申
告
還
付
制
の
提
案
が
あ
り

ま
た
こ
れ
と
の
関
連
で
非
課
税
限
度
額
を
引
上
げ
る
(
例
え
ば
各
一

O
O万
円
)
考
え
方
も
出
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
郵
貯
の
側
か
ら

は
、
限
度
引
上
げ
が
強
く
希
望
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
成
立
事
情
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
同
じ
く
非
課
税
制
度

と
い
っ
て
も
、
そ
の
目
的
や
性
格
が
、
か
な
り
違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

少
額
貯
蓄
へ
の
非
課
税
制
度
は
、
大
正
九
年
に
始
ま
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
税
制
改
正
で
郵
便
貯
金
、
銀
行
貯
蓄
預
金
、

産
業
組
合
貯
金
に
つ
い
て
の
利
子
が
非
課
税
と
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
ご
、
郵
貯
は
引
き
つ
づ
き
非
課
税
と
さ
れ
、
民
間
貯
蓄
に
つ
い
て

は
、
国
民
貯
蓄
組
合
制
度
(
昭
和
一
六
年
〉
と
し
て
非
課
税
扱
い
と
な
り
、
さ
ら
に
、
昭
和
三
八
年
か
ら
は
現
行
の
少
額
貯
蓄
非
課
税
制

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

一O
七



税制度の沿草

立
教
経
済
学
研
究
第
三
入
巻
三
号
(
一
九
八
五
年
〉

郵便貯金非課税制度

大正9年に，所得税法の改正により，

郵便貯金の利子は非課税とされた。

財形貯蓄非課税制度

問 昭 和47年lこ，住宅積立郵便貯金制度

が創設された(預入限度50万円〉。

② 昭和50年に，財形郵便貯金制度が創

設された(預入限度200万円〉。

40年 (40.4) f，50万円→100万円

46年 (47.1) 100万円→150万円

48年 (48.12)150万円→300万円

その他①財形郵便貯金(財形貯蓄非1
課税制度の内枠) I 

52年 (52.6)200万円→450万円 ( 

②住宅積立部便貯金 50万円/

46年 (47.1) (創設) 100万円

49年 (48.12)100万円→500万円

一O
八

度
(
マ
ル
優
)
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
昭
和
四
三
年
に
は
少
額
公
債
非
課

税
制
度
(
マ
ル
特
)
、
四
六
年
に
は
財
形

貯
蓄
非
課
税
制
度
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ

れ
た
(
第
七
表
参
阻
む
。

」
れ
ら
の
制
度
は
、

一
括
し
て
「
貯

蓄
奨
励
の
見
地
か
ら
の
政
策
税
制
」
と

み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日

的
に
は
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
ず
、
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

創
設
の
目
的
が
「
細
民
ニ
貯
蓄
ヲ
奨
励

設シ
ケテ
タコ
Jレレ
モヲ
ノ保
」護
とス
さル
れ目
て的
L、。ヲ
るむモ
。ツ

こァ

れ
は
、
今
日
に
も
引
き
つ
が
れ
、
郵
便

貯
金
法
第
一
条
で
は
、

「
郵
便
貯
金
を

簡
易
で
確
実
な
貯
蓄
の
手
段
と
し
て
あ

ま
ね
く
公
平
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ



| 少額貯蓄非課税制度 | 
設恰大正9年に，所得税法の出昭和必年に，昭和必年3月末

正により，銀行貯蓄預金等の|までに発行される国債め利子に

利子は非課税とされた。 |ついて，少額貯蓄非課税制度の

① 昭和16年に，国民貯蓄組合別枠で，非課税限度額50万円，
制度が創設され，①の銀行開発行後4回分の利子を非課税と

蓄預金を合めて同組合のあ引する制度が創設された。

せんする預金等の利子は，一

定の限度額(非課税限度〉ま

で非課税とされた。

その後の主な改正(①昭和3砕に，国民貯蓄組合同昭和4昨に，適用期限を延

制度が廃止され，利子の非課| 長し，対象国債の利子の全部

税制度は，少額貯蓄非課税制| を非課税とすることとされ

度に改組された。 1種類・ 11 た。

底舗・元本50万円。 1① 昭和52年に，その対象に公

ゆ昭和必年に，多種類・多出募地方債を加え，少額公債非

i 舗制度に改められた。 | 課税制度に改称された。

(参考) 140年 (40.4) 50万円→100万円143年 (43.4) (創設) 50万円

最近の非課税限度 146年 (47.1)100万円→150万円四年 (47.1) 50万円→100万円

額の引上げ状況 149年 (48.12)150万円→300万円同年 (48.12)100万円→300万円

利子非課

少額公債非課税制度

第7表

分区

倉日最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

っ
て
、
国
民
の
経
済
生
活
の
安
定
を
図

り
、
そ
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
郵
便
貯

金
の
究
極
的
目
的
は
、
国
家
資
金
を
確

保
し
て
、
投
資
の
拡
大
を
は
か
る
こ
と

で
は
あ
っ
た
が
、
直
接
的
に
は
、
国
民

の
貯
蓄
思
想
を
碍
発
し
、
貯
蓄
に
よ
っ

て
個
人
生
活
の
安
定
を
は
か
る
と
と
ろ

に
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ

ぅ
。
国
民
貯
蓄
紹
合
の
制
度
も
、
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
零
細
貯
蓄
の

保
護
を
目
的
に
し
て
い
た
と
い
え
よ

、
「
ノ
。

し
か
し
、
昭
和
三

C
I因
。
年
代
に

な
っ
て
、
郵
貯
の
預
入
限
度
額
と
少
額

貯
蓄
非
課
税
限
度
額
が
引
続
い
て
大
幅

に
引
上
げ
ら
れ
た
の
は
(
第
四
表
参

一(U
九
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所得区分

23.~ 13.~ 6.2 平 均 1 63.21 75・司 17.11

〈資;jSf) 貯蓄喜増強中央委員会『貯蓄に関する世論調査』による。

(注〉 昭和58年 6~7 月。

25.6 

政
策
目
的
の
重
点
が
、
投
資
拡
大
に
よ
る
経
済
発
展
の
た
め
の
貯
蓄
率
上
昇

へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
郵
貯
と
マ
ル
優
と
で

は
い
く
分
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
郵
貯
が
国
家
資
金
(
財
投
原
資
)
の
拡
大

昭
一
〉
、

を
目
的
と
し
た
の
に
対
し
て
、

マ
ル
優
は
、
郵
貯
と
の
バ
ブ
ン
ス
や
預
金
シ
ェ
ア
の

金
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確
保
と
い
っ
た
立
場
か
ら
、
限
度
引
上
げ
を
求
め
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
少
額
公
債
の
非
課
税
制
度
は
、
公
債
の
個
人
消
化
を
促
進
さ
せ

る
と
い
う
目
的
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
貯
蓄
奨
励
」
の
目
的
は
直
接
に
は

全
く
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
財
形
貯
蓄
非
課
税
制
度
は
、
住
宅
資
産
の
拡
充
と
い

う
の
が
目
的
で
あ
り
、
住
宅
政
策
の
一
環
で
あ
り
、
住
宅
政
策
の
た
め
の
政
策
税
制

と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
貯
蓄
目
的
と
し
て
の
非
課
税
制
度
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
郵
貯

と
マ
ル
優
と
が
対
象
で
あ
る
べ
き
で
、

マ
ル
特
と
財
形
と
は
別
の
政
策
税
制
と
し
て

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
一
応
留
保
し
て
、
非
課
税
貯
蓄
制

の
問
題
点
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
第
一
の
問
題
点
と
し
て
は
、
制
度
の
目
的
が
少
額
貯
蓄
の
保
護
や
低
所
得
者

対
策
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
か
な
り
高
所
得
者
に
よ
っ
て

利
用
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
八
表
に
手
り



第 9表 1世帯当たリ貯蓄保有状況の推移(全国勤労者世帯)

年 51 年間収入(A) 貯蓄額(B) 割合(B)/(A)

最近 昭和34年
似448千円11 

別千円i 66.9% 

お 35 297 66.3 
け
る 36 547 397 72.5 
手iJ
ナ 37 579 365 63.1 . 
百E 38 624 507 81. 3 

課税関当
39 715 561 78.4 

40 798 659 82.6 
題

41 868 712 82.0 
てコ
L、 42 971 778 80.1 
て

43 1，064 874 82.1 

44 1，227 1，095 89.2 

45 1，402 1，262 90.0 

46 1，585 1，419 89.6 

47 1，788 1，730 96.8 

48 2，100 1，935 92.2 

49 2，571 2，252 87.6 

50 2，986 2，636 88.3 

51 3，328 3，151 94. 7 

52 3，654 3，636 95.4 

53 3，874 3，722 96.1 

54 4，134 4，023 97.3 

55 4，493 4，734 105.4 

56 4，795 5，512 115.0 

57 5，024 5，911 117.7 

58 5，261 6，108 116.1 

〈備考) i貯蓄動向調査報告J (総理府〕による.
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教
経
済
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究
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八
巻
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号
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八
五
年
)

れ
る
よ
う
に
、
所
得
が
高
い
ほ
ど
利
用
割
合
も
高
い
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
所
得
者
に
な
る
ほ
ど
貯
蓄
額
も
大
き
く
な
る
と
い

う
こ
と
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
世
帯
当
り
(
勤
労
者
世
帯
)

の
貯
蓄
額
は
、
第
九
表
の
よ
う
に
約
六

O
O万
円
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
非
課
税
枠
は
最
大
四
一

O
O万
円
(
四
人
世
帯
と
し
て
)
に
な
る
か
ら
、
か
な
り
の
高
所
得
者
に
も
利
用
の
余
地
を
も
っ
て
い
る
。
か

り
に
、
年
間
収
入
と
貯
蓄
額
と
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
す
る
と
(
第
九
表
は
平
均
値
で
の
一
致
を
示
し
て
い
る
)
、
所
得
四

G
Q
O万
円

で
も
非
課
税
枠
で
貯
蓄
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
場
合
利
子
所
得
だ
け
で
二
五

O
万
円
近
く
に
な
る
計
算
が
で
き
よ
う
(
年
利

約
六
必
と
し
て
)
。
こ
う
し
た
点
か
ら
い
っ
て
、
非
課
税
枠
が
か
庶
民
u

を
対
象
に
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
明
ら
か
に
過
大
で
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
本
来
の
届
的
と
し
て
の
か
庶
民
d

の
少
額
貯
蓄
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
非
課
税
枠
を
縮
小
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

い
ま
一
つ
の
問
題
は
、
非
-
課
税
制
度
が
脱
税
の
手
段
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
非
課
税
貯
蓄
の
利
用
状
況
は
第
一

O
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

。
マ
ル
優
u

の
申
告
書
類
は
二
億
一
七
二
六
万
件
、
郵
貯
の
口
座
数
は
三
億
四
六
七
九

円
が
あ
る
、

五
七
年
)
。

H

マ
ル
特
u

の
五
七
一
万
口
、
七
兆
三
七
九
五
億
円
、
財
形
の
一
二
六
一
万
件
、
五
兆
二
四
六
九
億

ζ

の
数
は
人
口
数
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お
り
、
濫
用
の
証
明
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

一
件
当
り
の
貯
蓄
額

万
件
と
な
っ
て
い
る
(
こ
の
ほ
か
、

で
み
る
と
、

マ
ル
優
五
八
万
円
郵
貯
二
二
万
円
(
マ
ル
特
一
三

O
万
円
、
財
形
四
一
方
円
)
で
あ
る
か
ら
、
少
額
の
貯
蓄
を
分
散
さ
ぜ
て

い
る
だ
け
で
、
総
額
で
限
定
枠
を
こ
え
て
い
る
も
の
は
少
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
五
九
年
の
閏
税
庁
調
査
に
よ
る
と
(
部

貯
を
除
く
全
金
融
機
関
の
一
割
を
対
象
〉
、

六
七

O
O億
円
の
不
正
預
金
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

」
れ
を
べ

l
ス
に
推
計
す
る
と
、

全
金
融
機
関
で
は
約
七
兆
円
と
な
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
(
な
お
、
五
六
年
分
の
調
査
で
は
約
三
兆
円
、
五
七
年
分
の
調
査
で
は
約
五
兆

円
で
あ
り
、
年
毎
に
拡
大
し
て
い
る
)
。

不
正
の
形
態
と
し
て
は
、
借
名
二
五
Mm
、
仮
名
二
二
鋭
、
家
族
分
散
一
八
Mm
、
限
度
オ
ー
バ
ー
七
Mm
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
仮
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年

201123.8 61 123.8 昭和45年

621132.9 191 126.4 89.7 12，4981 113. 7 50 

1431 112.7 521 115.4 17，5931 107.7 55 

1651 115.3 621 119.3 91. 2 18，8571107.2 56 

1841 111.7 701112.3 20，162[ 106.9 57 

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て 2041 110.9 781112.3 沼1，7261107.8 

1

2

3
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〈備考〉

名
預
金
全
体
で
は
口
数
で
五
六
鋭
、
金
額
で
六
七
労
が
一
謀
税
分
で
あ

る
か
ら
、
非
課
税
預
金
で
の
不
正
が
必
ず
し
も
多
い
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い

(
以
上
は
五
七
年
調
査
に
も
と
づ
く
)
。

不
正
預
金
七
兆

円
と
い
っ
て
も
、
非
課
税
貯
蓄
は
全
体
で
三
二
六
兆
円
と
さ
れ
て
お

り
(
第
一
一
表
)
、
こ
れ
に
対
し
て
は
三
・
一

Mm
と
、
き
わ
め
て
低
い

割
合
で
あ
る
。
郵
貯
に
つ
い
て
も
大
口
の
不
正
が
時
に
摘
発
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
を
加
え
て
も
、
預
金
全
体
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
小

さ
い
比
率
で
は
あ
る
。

さ
ら
に
次
の
問
題
と
し
て
は
、
と
の
制
度
が
元
本
を
基
準
に
し
て

い
る
こ
と
に
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。
っ
き
り
、
所
得
税
は
あ
く
ま

で
も
所
得
が
課
税
対
象
と
な
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た

ん
に
元
本
額
で
限
度
設
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
受
取
利
子
の
大
小
は

問
題
と
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
所
得
税
制
と
し
て
不
適
当
で
あ
り
、
金

利
選
好
の
強
ま
る
時
期
に
は
不
公
平
と
も
な
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が

ワ
て
、
た
と
え
ば
一
回
一
利
子
を
源
泉
徴
収
し
た
の
ち
に
、
利
子
所
得

額
を
基
準
に
し
て
(
あ
る
い
は
総
合
課
税
と
し
て
)
還
付
す
る
方
式

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。

一
一一一一
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非課税貯蓄残高 (58年3月末コ

〈単位兆円， %) 

i残高|構成比

100.0 

56.0 

58.8 133 

c
υ
p
o
 

η，B
 

4
f
l直

分

額

マ ル優

銀行その他の金融機関扱 l

b、分|

証券会社扱い分 l

第11表

区

総

2.8 

3.8 

2.8 

34.6 

〈備考〉 大蔵省資料による

〈注) 1 少額貯蓄，少額公債，財形貯蓄は大蔵省

および日本証券業協会調べ，郵便貯金は郵

政省調べによる.

2 少額貯蓄の銀行その他の金融機関扱い分

，財形貯嘗，郵便貯金は58年3月末現在，

少額貯蓄の証券会社扱い分，少額公債は58

年 6月末現在.

3 郵便貯金は， I日外地貯金，戦災貯金等を

除いたもの.郵便貯金には財形貯蓄を含

む。

金貯

一
一
四

」
の
ほ
か
、
所
得
税
制
全
体
と
し
て
、
と
く
に

利
子
所
得
へ
の
優
遇
が
過
大
で
あ
る
と
の
指
摘
も

あ
る
。
し
か
し
、
最
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
郵
貯
の
存
在
で
あ
る
。

H

マ
ル
優
u

の
場
合

9 

は
、
限
度
一
二

O
O万
円
で
非
課
税
申
込
書
が
必
要

で
あ
り
、
限
度
を
こ
え
る
課
税
貯
蓄
に
は
糠
泉
徴

収
義
務
が
あ
る
た
め
税
務
当
局
に
よ
る
立
入
調
査

も
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
郵
貯
は
預
入
限
度

が
三

O
O万
円
で
あ
り
、
郵
貯
が
非
課
税
で
あ
る

る
。
こ
う
し
た
点
が
、
制
度
上
不
公
平
で
あ
り
、
官
業
の
民
業
へ
の
圧
迫
で
あ
る
と
の
批
判
す
ら
出
さ
れ
る
。

G
カ

i
ド
制
も
、
そ
の
発

た
め
、
税
務
調
査
も
限
ら
れ
た
も
の
に
止
っ
て
い

特別マ Jレ優

財形貯蓄(郵便貯金分を
除く〉

郵便

端
に
。
郵
貯
戦
争
H

が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
場
合
も
ま
た
郵
貯
が
ら
み
の
展
開
で
あ
っ
た
。
民
間
金
融
機
関
の
側
か
ら
は
、
非
課
税

貯
蓄
に
よ
る
預
金
獲
得
の
メ
リ
ッ
ト
も
薄
れ
て
き
た
う
え
、
本
人
確
認
等
の
事
務
量
も
多
く
、
必
ず
し
も
営
業
上
の
有
利
性
が
大
き
く
な

い
と
し
な
が
ら
も
、
郵
貯
が
存
続
す
る
以
上
こ
の
制
度
を
止
め
れ
ば
、
預
金
が
郵
貯
に
流
れ
込
む
心
配
が
あ
る
。
民
間
金
融
機
関
に
と
っ

て
は
、
郵
貯
の
存
在
を
は
な
れ
て
、
貯
蓄
課
税
を
論
じ
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

」
う
し
た
論
議
を
背
景
に
、
税
制
調
査
会
(
政
府
)
で
は
、

「
利
子
配
当
特
別
部
会
」
を
設
け
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
「
中
間

報
告
」
と
し
て
発
表
し
た
(
昭
和
五
九
年
九
月
一
一
目
、
税
調
総
会
に
提
出
)
。



こ
の
「
中
間
報
告
」
で
は
、
ま
ず
、
利
子
・
配
当
所
得
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
、
①
利
子
・
配
当
課
税
と
貯
蓄
の
マ
グ
ロ
水
準
に
は

相
関
関
係
が
な
い
が
、
金
融
資
産
の
選
択
に
は
影
響
を
与
え
る
、
②
利
子
配
当
所
得
に
は
と
く
に
重
課
・
軽
課
す
べ
き
担
税
力
の
差
は
な

ぃ
、
③
費
用
対
効
果
と
い
っ
た
課
税
技
術
上
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
中
め
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
課
税
方
式
と
し
て
は
「
総

合
課
税
の
原
則
を
維
持
し
な
が
ら
源
泉
分
離
選
択
制
度
を
並
置
す
る
」
と
し
、

「
実
質
的
な
公
平
」
を
重
視
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
非
課
税
貯
蓄
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
評
価
を
紹
介
し
、
限
度
管
理
や
濫
用
に
問
題
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

「
今
後
の
あ
り
方
L

と
し
て
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
列
挙
し
て
い
る
。

①
現
行
制
度
の
枠
組
み
の
中
で
手
続
の
改
善
(
例
え
ば
電
算
機
利
用
に
よ
る
限
度
管
理
の
効
率
化
)
を
図
る
。

②
非
課
税
貯
蓄
の
本
人
権
認
・
限
度
管
理
を
目
的
と
し
た
カ
!
ド
制
度
の
導
入
。

③
適
用
対
象
者
を
低
所
得
者
や
社
会
的
弱
者
に
限
定
す
る
。

①
現
行
の
元
本
管
理
方
式
(
一
定
の
元
本
に
着
目
し
そ
の
利
子
に
支
払
段
階
で
措
置
す
る
方
式
)
か
ら
受
取
利
子
管
理
方
式
(
支
払
段

階
で
源
泉
徴
収
し
た
の
ち
、

一
定
額
の
年
間
受
取
利
子
に
着
目
し
て
措
置
す
る
方
式
)
に
改
組
す
る
。

@
貯
蓄
者
を
単
位
と
す
る
現
行
制
度
を
世
帯
を
単
位
と
す
る
仕
組
み
に
改
め
る
。

@
低
率
課
税
を
導
入
す
る
。

①
非
課
税
貯
蓄
を
全
廃
す
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
す
で
に
各
方
面
か
ら
も
出
さ
れ
、
検
討
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
中
間
報
告
」
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
全
く
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
ず
、
列
挙
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
も
単
独
と
い
う
よ
り
、
組
み
合
せ
と

し
て
考
え
ら
れ
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
組
み
合
せ
に
す
る
か
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

五
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非課税貯蓄制度改革案と評価

評 価

預金者 金関，融E機社 国税当局
改革案

制度概 要 予雑授千かF〈が申ど事煩告〉う他の資産事務コス 事務コス不公平の
へのシフ 税収確保 是正鴻

か 告〉 トの可能 トの大小 トの大小利用
還性 止

現豊化富行制 -現行等制が，度を厳Fは賎存格紺鋼i斗
管す理る

ム X 企込 ム .d込

・分す引離上る課げ税の税率

非貯蓄課税カ tZ塁鳴 課×税〈分分離が

ード
ぷL

キャピタ
ム ム ム Q 〈仮称〉 ルゲイン

・用分引離上課げ税の税率
へ逃げる
おそれ〉

. 

主制(仮要度称思〉

X CfflH:::IX 泉率 X (J!，!f係寸? (資金×統( 
所 徴 手 シフトが手

子 は，手煩続雑をスト大〕 増とスト大〉 。
告 な はならな
な きらって しつ
が煩き雑わめ資金がシ
て 〉フトする

可能性
大〉

対の象限者定 -福所課祉税得対者制度象の者みを，適に低非用x鴻4理喜善寺 。 ム 。

郵主マに義ル対貯優等半す
×分〈非が課流

低率で課税 ム 税出のおそ ム O(?) ム ム

れ〉

第12表

一
一
六

吉野I: ;;::明記「ムいい 1α?)ト!
〈注〉 評価欄のOは現制度より改善，ムは現行期鹿並み， xは現行制度より悪化を示す。

(備考) ~金融財政事情~ 59.6.11号による。

守



従
来
、
各
種
の
改
革
案
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
評
価
を
一
覧
表
に
す
る
と
、
第
一
二
表
の
よ
う
に
ま
と
め
ろ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
さ
き
の
諸
案
を
み
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
決
定
的
な
案
は
見
当
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

限
度
管
理
を
厳
重
に
す
る
と
い
う
の
は
、
①
及
び
①
に
な
る
が
、

い
わ
ゆ
る

P

費
用
。
の
面
で
は
、
預
金
者
、
金
融
機
関
に
そ
れ
ぞ
れ

負
担
と
な
る
。
こ
の
負
担
は
そ
れ
ほ
ど
重
い
と
は
い
え
な
い
が
、
心
理
的
な
商
も
無
視
で
き
な
い
し
、
そ
れ
が
郵
貯
へ
の
シ
フ
ト
を
強
め

る
と
い
う
懸
念
も
生
じ
、
郵
貯
と
の
不
均
衡
と
い
う
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。

③
の
少
額
利
子
控
除
制
度
も
、
い
く
つ
か
の
方
法
に
分
か
れ
る
が
(
第
一
二
表
〉
、
手
続
き
の
繁
雑
さ
は
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
。
し
か
し
、

制
度
の
あ
り
方
か
ら
い
う
と
、

こ
の
方
式
が
最
も
ス
ッ
キ
リ
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

基
本
的
に
は
、

金
融
機
関
が
源
呆
徴
収
票
を
出

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
確
定
申
告
(
な
い
し
年
末
調
整
)
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
も
、
郵
貯
シ
フ
ト
が
金
融
機
関
か
ら
は
問
題
と

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑤
な
い
し
⑦
は
、
制
度
の
蕗
止
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
従
来
、
長
期
に
わ
た
っ
て
社
会
的
に
定
着
し
た
制
度
を
、

一
挙
に
魔

止
す
る
こ
と
は
閤
難
で
あ
ろ
う

Q

ま
た
、
①
及
び
③
は
、
こ
れ
ら
の
改
革
案
と
の
組
み
合
せ
で
可
能
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
改
革
案
と
検
討
内
容
を
み
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
ず
、
制
度
の
存
続
か
廃
止
か
と
い
う
の
が
考
え
方
と
し
て
は
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

Q

廃
止
論
の
根
拠
と
し
て
は
、
①
貯
蓄
奨
励
と

い
う
目
的
が
失
わ
れ
、
③
税
の
不
公
平
が
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
麗
止
は
考
え
方
と
し
て
の
ス
ジ
は
遇
っ
て
い
る
が
、

国
民
に
広
く
な
じ
ん
で
き
た
歴
史
か
ら
い
っ
て
も
実
現
の
条
件
が
乏
し
い
。
か
り
に
蕗
止
と
し
て
も
、
福
祉
の
立
場
か
ら
の
例
外
(
低
所

得
者
、
母
子
世
帯
、
老
齢
者
)
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
が
か
え
っ
て
複
雑
さ
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
郵
貯
へ
の
対
応
も
開
題
と
な

る

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

一
一
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
三
号
(
一
九
八
豆
年
)

一
一
八

次
に
、
存
続
と
し
た
場
合
、
現
行
制
度
の

H

手
直

L
H
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
の
も
つ
目
的
の
ち
が
い
で
あ
る
。
と
く
に
、
少
額
国
債
の
非
課
税
(
マ
ル
持
)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
が
国
債
の
個
人
消
化
の

促
進
に
お
か
れ
て
お
り
、
貯
蓄
そ
の
も
の
と
の
関
連
は
薄
い
。
国
債
の
個
人
消
化
も
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
金
利
選
好
と
し
て
保
有
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
不
必
要
な
制
度
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
財
形
は
住
宅
は
住
宅
政
策
を
目
的
と
し
て
お

(
叩
却
)

り
、
こ
れ
も
他
の
政
策
手
段
(
税
制
、
融
資
な
ど
)
と
の
整
合
性
を
も
っ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
中
間
報
告
」
は
、
詰
案
を
列
挙
し
た
に
止
ま
り
、
そ
の
内
容
の
検
討
や
結
論
を
出
す
こ
と
を
留
保
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
結
局
、
非
課
税
貯
蓄
に
つ
い
て
も
大
筋
に
お
い
て
か
現
状
維
持
d

と
し
て
、
利
子
・
配
当
課

税
問
題
に
結
着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
五

0
年
代
に
お
い
て
、
税
制
上
の
最
大

と
も
い
え
る
課
題
で
あ
っ
た
利
子
・
配
当
課
税
問
題
へ
の
幕
引
き
で
あ
り
、
不
公
平
税
制
是
正
に
つ
い
て
も
、
未
解
決
の
ま
ま
終
結
を
宣

ハ
鈎
)

言
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

(
1
〉
税
制
調
査
会
『
昭
和
四
五
年
度
の
税
制
改
正
に
関
す
る
答
申
』
(
昭
和
四
五
年
一
月
)

〈

2
)

伺
右
。

(
3
〉、
(

4

)

税
制
調
査
会
『
昭
和
五

0
年
度
の
税
制
改
正
に
関
す
る
答
申
』
(
昭
和
四
九
年
一
二
月
)

(

4

)

税
制
調
査
会
『
一
般
消
費
税
特
別
部
会
報
告
』
(
昭
和
五
三
年
九
刃
)

(

5

)

こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
和
国
八
束
・
鵜
川
多
加
志
『
郵
便
貯
金
と
資
金
運
用
部
』
(
「
立
教
経
済
学
研
究
」
第
三
五
巻
第
四
号
)
参
照
@

ハ
6
)

筆
者
は
基
本
的
に
こ
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
@
拙
稿
『
利
子
所
得
総
合
-
録
税
化
と
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
問
題
点
』
ハ
「
税
理
」
一
九

八
O
年
一
二
月
号
)
を
参
照
。

(

7

)

税
制
調
査
会
『
昭
和
五
五
年
度
の
税
制
改
正
に
関
す
る
答
申
』
(
昭
和
五
四
年
二
一
月
〉

(

8

)

グ
リ
ー
ン
・
カ
1
ド
制
へ
の
反
論
は
、
自
民
党
内
部
、
金
融
機
関
サ
イ
ド
な
ど
か
ら
多
く
出
さ
れ
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
春
日



一
幸
(
民
社
党
顧
問
)
氏
の
論
文
『
百
害
一
利
の
グ
リ
ー
ン
・
カ
l
ド
制
の
即
時
廃
止
を
訴
え
る
』
(
昭
和
五
七
年
二
月
)
、
『
一
利
あ
る
と
し
て
も

百
害
一
を
伴
う
グ
リ
ー
ン
・
カ
l
v
制
の
廃
止
に
つ
い
て
重
ね
て
訴
え
る
』
(
昭
和
五
七
年
三
月
)
が
あ
る
@
な
お
、
こ
れ
に
対
す
る
論
評
と
し
て
拙

稿
『
グ
リ
ー
ン
・
カ

i
ド
制
見
直
し
論
と
検
討
』
(
『
税
経
通
信
』
、
昭
和
主
七
年
六
月
〉
及
び
拙
著
『
日
本
の
税
金
』
(
日
本
評
論
社
、
昭
和
五
八

年
〉
を
参
照
。

ハ
9
)
税
制
調
査
会
『
今
後
の
税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
』
(
昭
和
五
八
年
一
一
月
〉

(
m
V
(江
)
、
(
臼
)
、
(
臼
〉
同
右
。

(
日
)
こ
の
見
解
は
野
口
悠
起
雄
氏
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
@
た
と
え
ば
野
口
『
利
子
・
配
当
課
税
強
化
に
反
対
す
る
』
(
「
説
経
連
信
」
、
一
九

八
四
年
五
月
号
Y
ま
た
、
同
様
の
指
摘
は
、
』
-
k
f
H
内
3
・
伶
冨
・
〉
-
閃
宙
開
去
、
H，F
O

切
片
山
江
田
げ
は
，
白
H
ω
可
m
g
Bョ

(
O
M同
O
E
C
D日
4
・
Hd-白出血

忌∞
O
〉目当・

3
1
a
で
行
わ
れ
て
い
る
。

(
四
)
野
口
前
掲
論
文
の
設
例
に
よ
ヨ
た
@

(
臼
)
野
口
前
掲
論
文
。

(
U
〉
同
・
〉
-

H

内
田
可
除
冨
・
〉
・
旧
内
宮
間
-
U広・

ハ
日
)
艮
塚
啓
明
『
所
得
税
へ
の
懐
疑
論
』
ハ
「
E
S
P」
)
一
九
八
三
年
六
月
号
)
、
な
お
、
こ
の
論
点
に
関
し
て
、
右
弘
光
『
-
課
税
の
公
平
と
課
税
べ

i
ス
の
選
択
』
ハ
「
季
刊
現
代
経
済
」
第
五
九
号
)
が
参
考
に
な
る
。

(
叩
山
)
こ
の
ほ
か
、
貝
塚
啓
明
『
水
平
的
公
平
重
視
の
税
制
を
』
(
「
経
済
セ
ミ
ナ
ー
」
一
九
八
四
年
一
月
号
〉
で
も
同
様
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(
げ
)
な
お
、
全
国
民
付
番
(
一
億
二
六

O
O万
円
)
の
ケ
l
ス
で
は
、
開
発
費
用
一

O
O億
円
、
運
転
費
用
二

0
0
1三
五

O
(初
年
度
六
五

O
J

-
五

O
O
)
億
円
と
さ
れ
た
@

(
四
〉
、
ハ
四
)
、
ハ
却
)
、
(
幻
)
石
弘
光
『
利
子
課
税
制
度
見
直
し
へ
の
提
言
』
(
「
金
融
財
政
事
情
」
昭
和
五
九
年
六
月
一
一
門
口
号
)

ハ
泣
〉
佐
藤
進
『
利
子
課
税
制
度
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
』
ハ
「
金
融
財
政
事
情
」
昭
和
五
八
年
一

O
月
一
七
日
号
〉

(
お
〉
拙
稿
『
利
子
所
得
総
合
課
税
制
度
と
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
問
題
点
』
(
「
税
理
」
昭
和
五
五
年
一
一
一
月
号
)
。

(
斜
)
拙
著
『
日
本
の
税
金
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年
)

ハ
お
)
税
制
調
査
会
『
中
期
答
申
』
(
昭
和
五
八
年
一
一
月
)

(
却
〉
大
蔵
省
、
税
制
調
査
会
提
出
資
料
に
よ
る
@

最
近
に
お
け
る
利
子
・
配
当
課
税
問
題
に
つ
い
て

一
一
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
八
巻
三
号
(
一
九
八
五
年
)

一二

O

(
幻
〉
郵
便
貯
金
は
明
治
八
年
に
創
業
。

(
部
〉
こ
う
し
た
問
題
の
検
討
は
、
拙
稿
『
非
課
税
貯
蓄
制
度
を
め
く
る
問
題
点
』
(
「
税
務
弘
報
」
昭
和
五
九
年
八
月
号
)
を
参
照
。
さ
ら
に
、
税
調

「
中
問
答
申
」
の
検
討
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
利
子
・
配
当
課
税
問
題
の
結
末
』
(
「
税
務
弘
報
」
昭
和
五
九
年
一
一
月
号
)
を
参
照
。

〈
却
)
そ
の
ご
大
蔵
省
で
は
、

H

マ
ル
優
a

改
正
案
と
し
て
、
①
限
度
管
理
の
強
化
と
②
低
率
分
離
課
税
の
二
案
に
し
ぼ
っ
て
検
討
を
求
め
て
き
た
@

そ
の
最
終
結
着
は
、
自
民
党
税
制
調
査
会
が
①
案
を
、
政
府
税
制
調
査
会
が
②
案
を
支
持
す
る
答
申
を
出
し
、
①
案
に
落
ち
つ
く
形
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
限
度
管
理
の
実
効
性
は
疑
わ
し
く
、
会
く
ふ
り
出
し
に
一
戻
さ
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
(
追
記
)
。

付
記
本
稿
は
、
さ
き
に
本
誌
(
第
三
七
巻
第
一
号
、
一
九
八
三
年
六
月
)
に
発
表
し
た
『
租
税
特
別
措
置
の
「
獲
理
・
合
理
化
」
過
程
』
の
続

篇
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
橋
と
は
切
り
は
な
し
て
、
独
立
論
文
の
形
で
発
表
す
る
こ
と
に
し
、
残
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
別

の
機
会
に
と
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
@
し
た
が
っ
て
、
前
稿
末
尾
に
は
〈
未
完
)
と
記
し
て
、
続
稿
の
日
次
も
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
を
改
め

て

、

後

日

に

全

体

の

統

一

を

は

か

り

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

(

一

九

八

四

年

一

一

月

)




